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Sound Sweeper WASAPI v1.08

【 はじめに 】
本ソフトウェアの作者は西村方孝（J-GLOBAL ID: 201601000143574966）です。
本ソフトウェアは、どのような使用目的であっても、無償で使用することができます。
逆アセンブルなどのリバースエンジニアリングは禁止します。

【 動作環境 】
· Windows 10がインストールされたPC
（1 GHz以上のクロックで動作可能、かつ、物理コア数2以上のCPUを推奨）
· Windows Audio Session API（WASAPI）に対応したオーディオデバイス

【 できること 】
· 出力先に選択したオーディオデバイスが持つ最大性能（サンプリング周波数と量子化ビット数）でデバイスを初期化し、純音、AM音、FM音を出力することができます。
· AM音の場合、左チャンネルにAM音、右チャンネルにトリガーパルスを出力することも可能で、オシロスコープ等の他の機器をエンベロープの変化と同期させることができます。

【 インストール方法 】
特別なインストールは必要ありません。また、他に必要なライブラリファイル等は一切ありません。
zipファイルに含まれるexeファイルを適当なフォルダにコピーし、実行してください。
（64ビット版はx64フォルダに入っていますが、32ビット版はどのPCでも動作します）
なお、実行時に管理者権限は必要ありません。
【 操作方法 】
出力先デバイスを選び、再生ボタンを押せば音が出力されます。再生が開始されたら、コントロールバーで音圧（0 dB = オーディオデバイスの最大出力）を調整し、音を確認してください。
S/PDIF（デジタル音声）では、出力先の機器によって再生可能なサンプリング周波数に制限があります。S/PDIFを出力先に選んだときに音が聴こえない場合、適宜、許容最大サンプリング周波数を引き下げてください（例: 192 kHz → 96 kHz）。
AM、FMにチェックを入れると、AMやFMが有効になります。デフォルトでは、FMの帯域幅が0 Hzになっていますので、適宜、帯域幅を選択してください。
なお、AM、FMで振幅、周波数を変化させるために使用している関数は三角関数です。今のバージョンでは、その関数を選ぶことはできません。

【 使用例 】
· PCを使ったプレゼンテーションを行う際の、音声入出力レベルの事前確認
（スピーカーアンプの増幅利得調整）
（スピーカーアンプの左右利得バランス調整）

· オーディオデバイス入出力特性の検証

【 特記事項 】
v1.07から、作者が独自に開発した 『ソフトウェア分解能エンハンサー』 という仕組みを組み込みました。オーディオデバイスが対応している物理的な量子化ビット数（画面上では『最大有効ビット数』）を指定した上でエンハンサーを有効にすると、量子化ビット数で決まる論理最小音圧を下回る音（least significant bit (LSB) を下回る振幅の音）も再生できるようになります。
例えば、オンボードやHDMIのオーディオデバイスでは物理的な量子化ビット数が16ビットのものが多いようです。それらのデバイスでは、最大有効ビット数を16ビットにすると -90 dBを下回る音が聴こえるようになります。プロ用のオーディオデバイスは24ビットのものがほとんどですので、最大有効ビット数を24ビットに指定すると、デバイスおよびソフトウェアの最大性能が発揮されます。
【 注意事項 】
画面に表示される量子化ビット数は、デバイスドライバが受け入れているデータのビット数です。
最終的な出力における量子化ビット数は、オーディオデバイスのD/Aコンバータによって制限されます。

【 その他 】
ご質問、ご要望等がありましたら、お気軽にメールでお問い合わせください。
E-mail: mastaka.nishimura@gmail.com

【 ソフトウェアの更新履歴 】
v1.07 → v1.08
リリース日: 2021年5月20日
更新内容（各項目の下にある括弧書きは技術的説明）:
·  [ 設定 ] ボタンが追加されました。
（一部のオーディオデバイスでは 『既定の形式』 でしかデバイスの初期化ができません。利便性を高めるため、既定の形式を変更する設定画面へのショートカットが追加されました。）

· 出力可能なサンプリング周波数が増えました。
（出力先デバイスで使用するサンプリング周波数の選択肢が増えました。）

· 許容最大サンプリング周波数の設定を誤っても、音が再生できるようになりました。
（許容最大サンプリング周波数以下の周波数で出力先デバイスを初期化できなかった場合、その周波数に最も近いサンプリング周波数で初期化を試みるように仕様が変更されました。）

v1.06 → v1.07
リリース日: 2021年5月6日
更新内容:
· v1.06では音声出力に不必要な計算が含まれていたため、CPU負荷が高くなっていました。その不必要な計算を除去したため、v1.07ではCPU負荷が大幅に軽くなりました。
· タブレットPC等の一部のPCに内蔵されているオーディオデバイスでは、WASAPIの排他モードによる初期化に対応しておらず、排他モードのみに対応していたv1.06では音が出ませんでした。v1.07では、WASAPIの排他モードでの初期化に失敗した場合、共有モードでの初期化を試みます。その結果、v1.07ではSound Sweeper WASAPIが使用できるPCが増えました。
